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三島ゆうすい会視察研修（2017 年 11 月 18 日・土曜日） 

（修善寺で紙すき体験・戸田で緒明家所縁の地を訪問ほか） 

御殿川通学橋付近 

行 程  8：45 三島駅南口（鈴木料理学園前）出発―― 9:45～11:00 修善寺「虹の郷・匠の村」和紙

工房で紙すき体験 ―― 11:45～12:30 戸田「かに家」昼食――13:00～14:30 沼津市戸田造

船郷土資料館、緒明家旧跡ほか――16:30 三島駅南口・帰着 

 
参加者 15 名（写真左より）：大村皖伸、宇水 勉、青木利治、柴原俊介、加藤順子、鈴木千恵子、山崎芳子、 

塚田冷子（三島ゆうすい会会長）、大村洋子、朝日洋子、松根典子、田島千栄子、小松幸子、西川勝美、岩田重理 

修善寺・虹の
郷に到着。まず
は、イギリス村
から園内へ！ 

  

  

 伊豆市修善寺の「虹の郷」では、見頃を迎えた鮮やかな紅葉を眺めつつ、

階段や坂道を上り下りして和紙工房へ辿り着きました。工房では紙すきの人

数が限られており、何人かが平井節子先生の丁寧なご指導で体験し、各自 5

枚のはがきに押し花や押し葉を挟み込み、完成させました。周りには、三島

ゆうすい会の優しくて賑やかな応援団が多数おりました。加藤順子さんは、

「念願の紙すき体験ができてよかった」と、とても喜んでいました。 
 一角には、和紙のランプシェードが飾られたり、和紙の原料の植物が見本

として並べられたり、雰囲気のある工房となっていました。（P2 に続く） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８．１．１８  ゆうすいＮＥＷＳ  Ｎｏ．５８  Ｐ．２

紅葉が見頃の妙義山に感激して、小休止

ピコピカを整備 
ネパールからのみなさん 

塚田邸の水琴窟の音色に感激
 

 戸田の「かに家」にて昼食タイム。みなさん、笑顔で磯の味を楽しみました。食後は、戸田の観光ボランティアガ
イドの山口展徳（のぶとく）さんの案内で、沼津市戸田造船郷土資料館を見学。入り口には、歴史あるロシアの軍艦・
ディアナ号（嘉永 7年・1854 年、駿河湾に沈没）の錨（全長 4.78ｍ、幅 3.235m、重量約 4t）が設置されていました。
また、同所の「日本最初の洋型造船に燈火を掲げた人々」という記念碑には、「緒明嘉吉」の名も刻まれています。 

 

  

 
 造船現場の緒明嘉吉に付いて行った 10 歳の息子菊三郎は、手伝いながらその技術を学んだそうです。嘉吉は、明
治 5（1872）年に 71 歳で他界しますが、菊三郎は上京し、明治 16（1883）年には緒明造船所を設立しました。その
後、菊三郎は、長女仲子の婿に圭造を迎えました。大正末期に李王家別邸(現楽寿園)を約 30 万円で売却するという
計画があった時、三島町の年間予算が約 28 万円では購入できず、名園の分割を懸念した圭造が 100 万円で一括購入
したそうです。やがて、圭造の長男太郎と三島市が交渉し、昭和 27（1952）年に三島市立公園楽寿園が誕生しました。

 

 山口さんの案内で、昔は水深が深く、小舟が家
の前まで行き来できたという「おたね川」沿いを
歩き、緒明家発祥の地へ向かいました。 
門柱には「緒明児童公園」の表示があり、入っ

てすぐ目についたのは、新しい「緒明児童公園津
波避難タワー」でした。目を移すと、大きな木の
懐に抱かれるように「緒明家発祥之地」の立派な
碑がありました。裏面には、「昭和十三年八月緒
明太郎建立」と刻まれておりました。緒明家の長
い貴重な歴史を感じるひとときでした。  

 10 月 26 日(木)、宇
水勉理事(写真左)と大
村皖伸理事(写真右)
が、ピコピカを整備し
ました。ピコピカは、
三島ゆうすい会が宮さ
んの川(蓮沼川)の上流
部に設置した小水力発
電設備で、小水力発電
の仕組みを学ぶ場でも
あり、一隅を照らす貴
重な光でもあります。 
2 人からは「灯りが

点かないことがあった
ので…」と飾らないひ
とことが返りました。 

 

11 月 26 日(日)、観光ガイドの案
内で三島散策中のネパールの方々
が、塚田邸に立ち寄りました。水琴
窟の竹筒へ耳を傾け、水滴が奏でる
繊細な音色を楽しみました。 
塚田冷子会長から、長年続けてい

る川掃除の話なども聞き、みなさ
ん、感心していました。帰り際、塚
田会長に感謝の言葉を丁寧に述べ
ていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８．１．１８ ゆうすいＮＥＷＳ   Ｎｏ．５８ Ｐ．３

「パステリア地中海」にて忘年会・・・そして・・・ 

今年の「七草粥のつどい」は
「伊豆国分寺」で開催 

 

 12 月 21 日（木）正午より理事会を開催し、引き続き忘年会。１年間の思い出や、新年の行事
について和やかに懇談しました。快晴で 3階の会場からは富士山も見られ、次々に並ぶ料理を存
分に楽しみました。しかし、この 10 日余り後の 1月 3日に、温和な笑顔の中西康徳監事が急逝(享
年 84)されるとは、誰も思いもしませんでした。「桜川を愛する会」の会長でもあった中西さんの
戒名には、「清流」の 2文字も含まれています。一同、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

 学習院大学では、

天皇の同窓生の 1 人

だった中西さん。昭

和 28 年の映画『坊っ

ちゃん』（主演：池部

良）撮影時には、桜

川沿いのご家族が協

力されたそうです。 

三ツ谷新田の内藤輝夫様・理恵子様 
「春の七草」のご提供、ありがとう！

西町女性陣の、嬉しいご協力もあって・・・

 

 

 1 月 6 日（土）8：00 に塚田邸

を出発。今年も好天で富士山が

良く見えました。毎年、三ツ谷

新田の内藤輝夫・理恵子ご夫妻

のおかげで「七草粥のつどい」

が実施でき、心より感謝します。

 1 月 7 日（日）

11：30～12：30、

伊豆国分寺のご厚

意で「七草粥のつ

どい」を開催でき

ました。ポスター

は、西川勝美理事

の作品。暖かで穏

やかな陽気のこの

日、150 人以上の

方々が訪れ、健康

の大切さを再確認

しながら、七草粥

を味わいました。 

   

 

 1 月 7 日の朝、西防災センター
調理室は、七草粥の準備で大忙し
でした。ＳＢＳテレビ(Sole いい
ね！)の取材も入っていました。
加屋町(小松幸子（さちこ）、香田泰
子、芹沢馥身)、清住町(中村静
代)、西本町(市川弘子、秋元清美、
真野ふみ子)、栄町(和田恒子)、

西地区コミュニティ防災センター調理室 

広小路町(石井久
子)のみなさまと
水野幾子理事、七
草粥づくりをあり
がとうございまし
た。大好評で、お
かわりをする人も
大勢いました。 塚田冷子会長 豊岡武士三島市長 佐野淳祥市議会議員 秋山峰治相談役 

塚田会長の挨拶の後、来賓の豊岡市長と佐野市議の挨拶。司会は秋山峰治相談役。大村洋子事務

局長が七草を紹介後、コールロベリア（主宰：青木不二子）のみなさまの歌声とともに、伝統行事。 
グローバル文化交流協会（木村紘子、
梅原恭子、渡辺房枝）の協力もあり、
小松幸子（ゆきこ）副会長、大村事務局
長、水野幾子理事が、「♪七草なずな
～」と歌声を揃え、それぞれの道具で
七草をトントン打ちました。その後、
松根典子理事や平林紘治理事ら男性
陣も配膳に加わり、来訪者から「美味
しい」という感想をいただきました。 

大村洋子事務局長

原田亜弥子アナと青木先生

♪ 七草 なずな 
唐土の鳥が 日本
の国へ 渡らぬ先
に 合わせて バ
ッタバタバタ ♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８．１．１８   ゆうすいＮＥＷＳ  Ｎｏ．５８  Ｐ．４

桜川の清掃 
・原則 毎月第１土曜日 10:00～ 
・白滝公園へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「桜川を愛する会」と共に、 
清掃します。 

源兵衛川の清掃 
・原則 毎月第 2 日曜日 10:00～ 
・水の苑緑地・かわせみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「源兵衛川を愛する会」と共に、
清掃します。 

源兵衛川のいずみ橋から 
広瀬橋までのゴミ拾いなど 

・原則 毎週土・日曜日の朝 6:30～ 
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等 

「三島梅花藻の里」で 
ミシマバイカモ保全活動 

・原則 毎月第 2 日曜日 10:00～  
・三島梅花藻の里へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、

草取り道具等 

 宮さんの川の清掃 

・原則 毎朝 6:30～ 
・宮さんの川へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋
※「宮さんの川を守る会」と共
に、清掃します。 

「三島ゆうすい会」のホームページは随時更新中です。「ゆう

すい NEWS」もカラー版で見ることができ、以前のホームペー

ジも閲覧できます。ぜひ、ご覧ください。 

URL：http://www.yusui.org/ 

三島ゆうすい会のホームページ 

源兵衛川の第 2、第 3 ゾーンと 
宮さんの川から、ヒロセパーク 
までの鎌倉古道の清掃活動 
・原則 毎週土・日曜日の朝 6:00～
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等 

会費納入のお願い 
 本年度分会費の納入にご協力賜ります 

よう、よろしくお願い申し上げます。 

★正会費        3,000 円 
★賛助会費１口   10,000 円 

           （何口でも可） 

※下記のいずれかに納入してください。 

〈お振込み先〉 
・郵便振替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 

・静岡銀行三島支店 
  普通預金 №0346532 

口座名：三島ゆうすい会 

     会長 塚田冷子 

・スルガ銀行三島セントラル支店 
  普通預金 №572969 
      口座名：三島ゆうすい会 

     会長 塚田冷子 

・三島信用金庫西支店 
  普通預金 №1042399 
     口座名：三島ゆうすい会  

     会長 塚田冷子 

『ペコロスの母に会いに行く』 

 

定例活動のお知らせ 

★自由参加 
★雨天時は休み 

ご 寄 付 
緒明合資会社様より、研修旅行に対し、ご寄

付をいただきました。ありがとうございました。

『ザッツ！コント伝説』 

 

 12 月 10 日(日)、藤田弓子さ
んに招かれ、韮山時代劇場大
ホールでの『ザッツ！コント
伝説』に行って来ました。時
空を超えたコントが、テンポ
よく演じられていました。舞
台と花道を上手く使い分け、
クリスマス、フラメンコや落
武者、京劇等々、観客は大い
に楽しみました。 
これは、劇団いず夢の第 26

回定期公演で、観客席の随所
で笑いがこぼ 
れていました。 
 藤田さん、 
ありがとうご 
ざいました。 

 

の母に会いに行く』（厚生労働省推薦作品）があり、皆で観

劇。全席指定の会場は満席状態で、人気の高さが伺えました。

 岡野雄一原作、道又力脚本、喰始演出。長崎を舞台に、認

知症の母親役を藤田弓子、還暦過ぎの息子役を田村亮が演

じ、多くの俳優陣の熱演で心温まる物語になっていました。

来場者全員にランタンを持って協力してもらうという最後

の演出は、余韻の残る美しいものでした。ペコロスは小たま

ねぎのことで、編集の仕事をしている息子のツルツルの頭に

由来したペンネームとのこと。藤田弓子さんは歌う場面等も

好演し、会場からは多くの拍手があがっておりました。 

 

11 月 2 日(木）の夕方、三島
市民文化会館大ホールで藤田
弓子さん主演の舞台『ペコロス

平成 30 年度・第 27 回三島ゆうすい会総会
日 時：平成 30 年 3 月 3 日（土） 
 ★総 会 16：00～16：50（会員のみ） 
 ★講演会 17：00～18：00（どなたも無料）
   演題（仮）「緒明家発祥の地を辿ると」 
   講師 山口 展徳 戸田ボランティアガイド 
 ★交流会 18：15～20：00（有料） 
  ※交流会費は 1 人 3,000 円で、必ず事前に申
   し込みをしてください。 
会 場：Via701(1 階ホール)三島広小路駅より徒歩 3 分
  ※三島ゆうすい会年会費（正会員 3,000 円）

も、総会時にお支払いが可能ですので、ご用
意ください。


